
様式 2

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》

＊科目 No． 2527

科目概要記入欄

1．開設大学名 安田女子大学
科目開講

キャンパス
安田女子大学

2．科 目 名

正式科目名
21 世紀の経済Ａ

経済の歴史 ― 富と格差

クラス名

副題
配当年次 1～4年

受入学年

旧科目名

学問分野 番号 23 名称 経済学

サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群 Ｂ群

3．担当教員名 古山 友則

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 後期

6．開講期間

曜日・時間

2017 年 9月 25 日（月）～2018 年 1 月 22 日（月）

月曜日 13：00～14：30

個別開講日

1 回目 9/25 2 回目 10/2 3 回目 10/16 4 回目 10/23 5 回目 10/30 6 回目 11/6

7 回目 11/13 8 回目 11/20 9 回目 11/27 10 回目 12/4 11回目12/11 12回目12/18

13回目12/25 14 回目 1/15 15 回目 1/22 16 回目 / 試験日 /

7．基礎知識の有無
①.「基礎知識を必要とする科目」（第 3・4講で平面上のグラフをつかいます）

2.「基礎知識を必要としない科目」

8．募集人数

（総授業定員）

5 人

（ 人）

9.定員超過時の

選考方法
書類選考

10．科目内容・

授業計画

経済とはなんであり、社会とはなにか。人間はどのような意味で特殊な動物な
のであろうか。経済学はだれから始まったのか。この科学の目的はなにか。経済
は成長することがあたりまえか。人間の仕事が機械に奪われてしまう心配はない
のか。貨幣とはなにか。資本主義とはなにか。経済学は私たちを幸福にすること
ができるか。
本講では 21 世紀日本の「富と格差」を念頭におきながら、上記の問いかけを反

復する。経済というふしぎな生き物についての見方を楽しみながら学んでほしい。
1. 導入
2. アリと私たちをつなぐもの
3. 私たちをとりまく市場とはなにか
4. 太郎と花子の箱
5. 経済システムと GDP 成長
6. 戦後期日本の高度成長
7. 環境
8. 地方消滅と地方創生
9. 機械と人間
10. 貨幣というふしぎ
11. バブルと資本主義の発見
12. 貨幣と人間
13. 原発は安いか
14. 幸福感の由来と経済学の目的
15. ディスカッション : ベンサムの引力圏をはなれて

11．試験・評価方法 報告（30%）、感想シート記入（20%）、レポート（50%）

12．別途負担費用 特になし

13．その他特記事項 男子受入可

14．サテライト科目の

社会人受講について

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否


